
 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 

15：30～15：35  支部長開会あいさつ 山田 孝（北海道大学） 

 

【前半 座長 笠井 美青（北海道大学）】 

 

15：35～15：50  ○早川智也（日本工営株式会社）ほか 

有珠山入江川における小型無人ヘリ調査について 

 

15：50～16：05  ○村上泰啓（札幌開発建設部） 

有珠山噴火を想定した UAV による調査技術の現状と課題 

 

16：05～16：20  ○佐野 寿聰（アジア航測株式会社） 

非 GNSS 環境で地形の時系列変化を可視化するための基礎検討 

 

16：20～16：35  ○鶴巻亮一、松岡直基、小林利章、金子 徹（株式会社北海道気象技術

センター）、瀧谷克幸（一般財団法人 日本気象協会北海道支社）、藤吉康志（北海道大学名

誉教授） 

有珠山における可搬型気象ドップラーレーダーを活用した降雨観測の報告 

 

16：35～16：50  ○宮崎 知与（Office.bit）、澤田 雅代（株式会社シン技術コンサル）、

佐々木 卓（北海道帯広建設管理部） 

流域の土砂動態観測に基づいた粒径別の土砂収支解析と流出率 

 

【後半 座長 早川智也（日本工営株式会社）】 

 

16：50～17：05  ○富岡稜太（北海道大学流域砂防学研究室） 

土砂災害警戒区域内人口の現状と将来予測 

 

17：05～17：20  ○柳井 一希（国土防災技術北海道（株）） 

R4 年度砂防学会北海道支部若手会の結果報告及び今後の活動方針 

 

17：20～17：35  ○宮島 滋近（西江建設株式会社） 

令和４年度（公社）砂防学会北海道支部研究発表会
 支部会員の皆様の日頃の研究に関する情報交換を目的に、令和４年度（2022

年度）研究発表会を開催します。せっかくの貴重な機会となりますので奮っ

てご参加願います。 

 

日時：令和４年（2022 年）１２月９日（金）15：30～18：05（予定） 

会場：北海道大学農学部総合研究棟１階 W109 号教室 
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”北海道砂防計画論発刊から 35 年、今後に向けて” 

～「北海道砂防計画論」を知っていますか？～ 

 

17：35～17：50  ○沼田 寛（株式会社 ノース技研） 

地すべり運動と土木構造物被害 

 

17：50～18：05  ○山口真司（北海道大学広域複合災害研究センター） 

海溝地震における土砂災害への対応 

 

18：05 閉会（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【参加費用】 無料 

 

【申込方法】 

次のアドレスから申し込みお願いします。 

https://forms.gle/ZhQGscE3v6tC1a338 

※変更の場合は参加申込を再度お願いします。ご意見の欄にその旨記載願います。 

 

【新型コロナ感染対策】 

対面のみでの開催となります。北海道大学のご配慮により定員 108 名の大きな教室をご用

意いただいております。今回はその半数の 54 名を上限とし、密集を避けることといたしま

す。ご参加の際はマスクの着用をお願いします。 

 

★例年 54 名で座席に余裕がございます。遠慮なく申込いただければありがたく存じます。万が一、満席と

なった場合は支部 HP にてお知らせします。 

http://www.jsece.or.jp/branch/hokkaido/ 

 

【CPD】 

CPD（技術者継続教育）の履行実績については（公社）砂防学会の CPD を申請しております。

 

【問い合わせ】 

副支部長 早川まで a5514@n-koei.co.jp 

090-4370-3181 

懇親会を開催します！！ 今年も 1 年が終わりますのでご参加お待ちしております！ 

時間：18：45～20：45（予定） 

場所：たいへい【北海道飲食店感染防止対策認証店】当日案内図配布 

申込：参加申込と同じアドレス。 

懇親会に参加予定の方はとりあえず 12月 2日（金）までに申し込みを済ませてください。

懇親会だけの出席も可。上記から申込ください。 

注意：ご自身が風邪っぽいと思ったら参加しないようにお願いします。 

※変更の場合は参加申込を再度お願いします。ご意見の欄にその旨記載願います。 
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発表者の皆様へ 

発表の申込いただきありがとうございます。おかげで充実した発表会となりました。当日

楽しみにしております。 

 

【連絡事項】 

 

◆発表時間 12分質疑応答 3 分です。 

 

◆発表用のパソコンを用意いたしますので、そちらに PPT ファイルを当日コピーしてくだ

さい。事前にファイルを送付いただいても構いません。その場合は早川までお願いします。

ご自身のパソコンを接続することも可能ですが、時間の関係上できれば用意したパソコン

をご利用ください。 

 

◆発表者も参加申込お願いします。 

https://forms.gle/ZhQGscE3v6tC1a338 

 

◆予稿集の提出をお願いいたします。 

予稿集は自由形式です。 

パワーポイントの打ち出しでも、砂防学会と同じ形式でも構いません。 

標準の形式は次の通りとしたいと思います。どれかを選択ください。 

【予稿の標準】A4の半ページ程度でタイトル、発表者・共著者、アブストラクト 

 

【予稿集提出期限】12月 8 日（木）12:00 （印刷の関係で極力ご協力願います。） 

 

【予稿集の HP 掲載について】予稿集については北海道支部の HP に掲載いたしますので、

ご同意いただければ幸いです。 

（※HP などに掲載することで発表者の研究実績となります。） 
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有珠⼭⼊江川における⼩型無⼈ヘリ調査について 
早川智也※(⽇本⼯営株式会社) 本間雄介(国⼟交通省北海道開発局室蘭開発建設部苫⼩
牧砂防海岸事務所) 村上泰啓※ (国⼟交通省北海道開発局兼北海道⼤学広域複合災害研

究センタ-) ⼭⽥孝※ (北海道⼤学) ※有珠⼭⼟砂災害減災技術研究会 
 
 有珠⼭南 斜⾯に位置する⼊江川は有珠⼭外輪⼭の内側まで流域を持っており、⼭頂噴
⽕の際は降⾬型泥流（⼟⽯流）の発⽣の恐れがあるとされている（有珠⼭ハザードマップ参
照）。1977 1978 年にかけての有珠⼭の⼭頂噴⽕の際は降⾬型泥流（⼟⽯流）の発⽣が記録
されており、その後砂防事業や治⼭事業による⼟砂捕捉や発⽣抑制機能を持つ施設整備が
進められている。噴⽕時に新たにもたらされる⼟砂を調査することで下流への警戒避難に
結び付けることが想定され、流域内の⽣産⼟砂に関する調査を⾏う準備をしておく必要が
ある。⼀⽅、噴⽕時には⽕⼝周辺での⾶⾏が制限されることから有⼈でのヘリコプター等に
よる調査が難しい可能性がある。2000 年の有珠⼭噴⽕の際は⽕⼝から半径 5 ㎞以内につい
て⾶⾏が制限されている。そこで北海道開発局所有の⼩型無⼈ヘリを⽤いて⼊江川流域内
の調査について試験的な⾶⾏を⾏った。ここでは、⽕⼭灰厚調査、⽕⼭灰採取、堆積尺空撮、
LP 計測を実施しており、それぞれ実⽤可能という結果を得ている。 
 
 

⼟砂災害警戒区域内⼈⼝の現状と将来予測 
 北海道⼤学流域砂防学研究室  富岡 稜太 

 
 北海道において，⼟砂災害警戒区域内の居住⼈⼝やその年齢構成について調査した例は
なかったため，本研究では，北海道より提供頂いた基礎調査のデータ，及び国勢調査（⼩地
域集計）における字単位の⼀般世帯平均⼈員・5 歳階級別⼈⼝を⽤いて，⼟砂災害警戒区域
内の居住⼈⼝・年齢構成を算出した。さらに，国⼟技術政策総合研究所の将来⼈⼝・世帯予
測ツール V2 を⽤いて，2045 年までの将来⼈⼝予測を試みた。 
 ⼟砂災害警戒区域内の居住⼈⼝算出結果を市区町村別にみると、約 30 市区町村では居住
⼈⼝が 10 ⼈未満と推定される⼀⽅，居住⼈⼝が 10,000 ⼈を超える市区町村も複数存在し
た。これら⼟砂災害警戒区域内の居住⼈⼝と，市区町村の⼈⼝変化率との関係について分析
した。 
また，⼟砂災害警戒区域内居住者の年齢構成については，警戒区域内の⾼齢化率が市区町村
全体の⾼齢化率と⽐較して⾼い傾向が⾒られた。 
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北海道砂防計画論発刊から 35 年今後に向けて 

  「北海道砂防計画論」を知っていますか？   
 江建設株式会社   宮島 滋近 

 
１．はじめに 

昭和 63 年（1988 年）6 ⽉に「北海道砂防計画論」が発刊となり、当時の社会的な背景を
受けて、北海道で⾏う砂防事業について、砂防河川の特徴や、計画する際の考え⽅、効果の
表現⽅法などについて取りまとめられた。 

その後、35 年経過する中、各種法制度の整備や基準・マニュアルが作成されて、これら
に基づく砂防事業が展開されている。この間、北海道内においても⽕⼭噴⽕や地震、津波、
豪⾬による激甚な災害を⽣じた。他⽅、「北海道砂防計画論」が⼿元にないことなどから、
次第にその存在を意識することなく、活⽤されなくなってきたのではないかと危惧してい
る。 
 
２．本⽇の発表 

北海道砂防計画論で記述されている主な点を簡単に紹介し、近年の⾃然現象や取り巻く
社会環境の変化も反映して、の活⽤についてどのような取り組みを進めるべきか、参加者の
意⾒を伺い、今後の議論を進めたい。 
 

海溝型地震における⼟砂災害への対応 
北海道⼤学広域複合災害研究センター ⼭⼝真司 

 
（要旨） 
 地震による⼟砂災害は，震度 5 強以上での発⽣が顕著である。現象としては, がけ崩れや，
⼟⽯流や泥流，地すべりが発⽣し，河道閉塞を引き起こすこともあり，積雪時には雪崩も発
⽣している。これらは直下型地震時のみならず，海溝型地震時においても発⽣している。地
震による死者数のうち⼟砂災害による死者数の割合は，直下型，海溝型とも同様の傾向であ
り，海溝型でも直下型と同様の⼟砂災害の危険性があると考えるべきである。砂防学会によ
る既往の海溝型地震による⼟砂災害調査報告によると，震源領域から⽔平距離 160 ㎞以内
では⼟砂災害が発⽣する可能性があるとしている。⼀⽅，北海道が今年 7 ⽉に公表した⽇
本海溝・千島海溝沿い巨⼤地震による被害想定における⼟砂災害による被害者数は「がけ崩
れ」のみの推定となっているが，実際の対策は，がけ崩れ以外の前述のような⼟砂災害の発
⽣も想定すべきである。また，地震による⼟砂災害は，本震時のみ発⽣するのではなく，そ
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の後の余震や降⾬時に死者が発⽣する事例もあることから，2 次災害防⽌に向けて，震後点
検や応急対応，警戒避難等について，⼟砂災害警戒区域はもちろんのこと，避難路や避難地
においても⾏うことが望まれる。しかしながら，地震による⼟砂災害は，まだ未解明な部分
も多く，施策も体系的とは⾔えないことから，対策計画の検討では，2 次災害を含め，地域
の実情に応じた地区防災計画となるよう留意が必要である。 
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R4 年度 砂防学会北海道支部若手会の結果報告及び今後の活動方針 

国土防災技術北海道株式会社 柳井一希 
要旨 

砂防学会北海道支部では，砂防業務に関わる若手技術者を対象とした「若手会」を 2019 年度より発足してい

る。社会情勢の中で開催回数は未だ少なく勉強会の開催は滞っていたが，本年度に開催される運びとなった。本

年度は，砂防計画（又は河川計画）を行った渓流について各社からご紹介いただき，事例の共有及び新たな視点

から計画・課題等について議論を行った。今後若手会の中では各社・個人との情報共有や技術力向上を目的とし

て勉強会を中心に現地見学会も開催していく予定としている。 

 

若手会実施概要 

タイトル：砂防学会北海道支部若手会 R4 年度若手会－各社の事例紹介(砂防計画を行った渓流の概要等)－ 

日時：2022 年 10 月 19 日(水) 15:00～16:30 

場所：北海道大学農学部 総合研究棟 1 階 W109 教室 

発表者タイトル： 

①有珠山周辺の渓流における緊急減災対策及び砂防計画 

国土防災技術北海道(株) 柳井 一希  

②無流水渓流での減災施設に関する技術開発と水理模型実験 

パシフィックコンサルタンツ(株) 裴 希恵  

③樽前山における小型無人ヘリを用いた噴火時の対応計画 

日本工営(株) 梅谷 涼太  

 

 

令和 4 年度 （公社）砂防学会北海道支部研究発表会 予稿集 

図：二次泥流シミュレーション結果 

（有珠山－源太川流域） 

写真：フェンス式対策施設 

写真：降灰厚の確認状況（降灰マーカー） 
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